
人生を導く「7つの優先事項」：明確な順位付けと概念の完全解説 

1. 導入：フレームワークの誕生背景と人生の自己点検 

本フレームワークは、著者が 20代の頃、テキサス州ダラスの実家からク

ラシックギターのマスタークラスに参加するため、長距離バスでミシガン

州シャールボイへと向かう長い旅路の中で誕生しました。数州を跨いで走

るバスの車窓から、ハイウェイ沿いに広がる麦畑を眺めつつ思考を巡らせ

る中で、著者は「自分の人生や日々の活動は、後悔のない価値あるものに

なっているだろうか」という根本的な問いに行き着きました。 

たった一度きりの人生において、与えられた可能性を最大限に活かし、自

らの希望や夢を叶え、自分自身の人生を至極の満足で満たすと同時に、多

くの人々の人生を実り豊かにすること――その機会を棒に振らず、人生の

終盤で過去を回顧した際に深い慚愧（ざんき）の念や悔しさに苛まれない

ようにするためには、日々の活動を整理し、人生の優先順位を明確にする

ことが不可欠であったのです。 

著者は以下のような問いを自らに投げかけながら、膨大な日々の活動を体

系化していきました。 

「果たして私の人生は脈絡の無い活動の寄せ集めに過ぎないのか？それと

も、何らかの理由でそれらが互いにつながり作用し、文脈を形成している

のか？それら活動の意義に優劣の差は存在するのか？私は自分に与えられ

た時間を、長期的に見て有意義と認められる事柄に費やしてきただろうか

？それとも、与えられた時間とエネルギーを全く無益で、真の永続的な価

値を一切もたらさない事柄に浪費しながら、これまでの人生を無駄に過ご

してきたのではないだろうか？」 



この深い省察から、著者は以下の 3つの思考ステップを経て「7つの優先

事項」の構築へと至りました。 

• 日々の活動の洗い出し（徹底的なリストアップ）: 自身が取り組んで

いるすべての活動を書き出し、どの活動により多くの時間・関心・

注意を向けるべきか、またスケジュールや生活からどの活動を締め

出す（削除する）べきかを明確にしようと試みた。 

• 共通領域の抽出とカテゴリーへの集約: 活動リストが膨らむにつれ、

それらが共通する領域ごとに集約され、最終的に自らの全活動のほ

とんどが、僅か「7つの主要カテゴリー」に収まるという発見に至っ

た。 

• 相対的な比較検証による順位付け: 各カテゴリー同士を相対的に比較

し、「何が最優先されるべきか」「どれが長期的に深く人生に関わ

るか」を徹底的に検証することで、数十年間揺らぐことのない厳密

な階層構造（優先順位）を導き出した。 

それでは、著者が導き出した 7つの優先事項の全体像と、それらがどのよ

うな順序で並んでいるのかを一覧で確認してみましょう。 

2. 7つの優先事項：全体像と階層構造の比較 

以下の比較表は、著者が整理した 7つの優先事項を階層順（第 1位〜第 7

位）に提示し、それぞれの定義、包含する要素、および人生における役割

を構造的に整理したものです。 



優

先

順

位 

優先事

項の名

称 

含まれる具体的な要素・領域 その位置づけ・役割（要約） 

1 神 

霊と永遠に関わる問題、神へ

の理解と神との関係、永遠の

中の人生、超自然・霊的領域 

究極の根源：すべての創造主で

あり、人生の鉄則を記した存在

。神を理解することが人生理解

の不可欠な土台となる。 

2 品性 

品性の涵養、アイデンティテ

ィ（本当の自分、才能、性格

、長所の発見）、行動・態度

・動機・選択・思考への責任 

自己の基盤：自らの選択と行動

に最終責任を持つ領域。高潔な

人物へと自己を変革することが

、他のあらゆる領域に直接影響

する。 

3 家族 
結婚、子育て、その他の家族

関係全般 

最優先の人間関係：誕生や結婚

を通じて直接責任を負う対象。

深いコミットメント（献身）と

重大な責任が伴う。 

4 

友人、

知人、

目上の

人 

友人、雇用主のような権威者

、霊的な指導者、政府の高官

、知人、日常で出会う赤の他

人 

広範な社会関係：家族以外の個

人的交流。すべての些細な出会

いに「ポジティブな転機」を期

待する姿勢が対話の可能性を開

く。 



5 健康 

食生活、運動、ストレスケア

など身体的健康に関わるあら

ゆる側面 

活動の実践的土台：人生の豊か

な経験を存分に味わい、仕事な

どの責任を効率的に果たすため

の不変の前提条件。 

6 

仕事、

目的、

天命 

仕事、趣味、社会運動、創造

的・芸術的活動 

指針と意味付け：人生に方向性

を与え、毎朝起きる理由や目的

意識（天命）をもたらす領域。 

7 
金銭と

財産 

お金、家、車、あらゆる物的

財産に関わる問題 

補助的リソース：それ自体が目

指すべき目的地ではなく、上位

の重要な目標や尊い責務を果た

すための「手段・資源」。 

この 7つの順位は決して無作為に決められたものではありません。なぜこ

の厳密な順番になるのか、各階層が持つ必然的な論理構造を紐解いていき

ましょう。 

3. 優先順位の概念分解：なぜこの順番なのか？ 

3.1 究極の土台：神と自らの品性（第 1位・第 2位） 

人生の最も深い根底には、すべての存在の根元である「神」と、その神の

前に立つ個人の「品性」が位置します。 

1. 第 1位：神（存在と人生の根源） 

o 神を知ることの絶対的優位: 神は人間を創造し、人生の鉄則を

書き著した存在です。したがって、神の視点から人生を見つめ



、神を知り理解することこそが、人生そのものを正しく理解す

るための唯一無二の基礎となります。 

o 聖句による裏付け: 出エジプト記 20章 3節には「あなたには、

私をおいてほかに神があってはならない」とあり、マルコによ

る福音書 12章 30節には「『心を尽くし、精神を尽くし、思い

を尽くし、力を尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。

』第一の掟はこれである。」と明確に示されています。 

2. 第 2位：品性（自己責任と他者・他領域への波及効果） 

o 自らの選択に対する不可避の責任: 人生は最終的に自らの選択

の産物であり、生き方の申し開きを求められたとき、全責任は

自分自身にあります。だからこそ、自身が最も高尚だと認める

高潔な人物へと自己を変革すること（品性の涵養）に最高の意

識を向ける必要があります。 

o 他者を助けるための論理的前提（マタイ 7:5の深意）: 自らの

思考、動機、選択、行動を正す「品性の向上」は、人生の他の

すべての領域に直接関与します。 

o 聖句による裏付け: マタイによる福音書 7章 5節でイエスは「

偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そうすれば、は

っきり見えるようになって、兄弟の目からおが屑を取り除くこ

とができる。」と語っています。自分の目から「丸太（自らの

品性の欠如や偏見）」を取り除いて自己の見識と品性を正して

初めて、人は他者（第 3位・第 4位の人間関係）に対して真の



援助や正しい関わりを提供できるのです。したがって、品性の

涵養は人間関係に先立つ第 2位でなければなりません。 

3.2 人間関係の階層構造：家族と社会（第 3位・第 4位） 

自身の土台（第 1位・第 2位）が確立された上で、関心は「他者との関わ

り」へと向かいます。イエスが「『隣人を自分のように愛しなさい。』（

マタイによる福音書 22章 39節）」と語った通り、人間関係は人生におい

て極めて重要な位置を占めます。この領域は「直接的責任とコミットメン

トの深度」によって二分されます。 

• 家族（第 3位：直接的責任と不可逆のコミットメント） 

o 関係性の特殊性: 誕生や結婚を通じて結ばれる家族は、個人が

直接的に責任を負うべき対象です。この結びつきには、深い献

身（コミットメント）の意志と重大な責任が伴います。 

o 聖書の教え: イエスが十字架上で死に直面した際にも、母を弟

子ヨハネに託す時間を割いたこと（ヨハネ 19:26-27）、また「

自分の親族、特に家族の世話をしない者がいれば、その者は信

仰を捨てたことになり、信者でない人にも劣っています。」（

テモテへの手紙一 5:8）とあるように、家族への配慮と責任は

、他のあらゆる社会関係に優先します。 

• その他の人間関係（第 4位：広範な社会関係と転機の可能性） 

o 社会的な交流領域: 家族以外のすべての個人的交流が含まれま

す。具体的には、友人、雇用主のような権威者、霊的な指導者



、政府の高官、日常の知人、さらには街でたまたま出会う見知

らぬ赤の他人にまで及びます。 

o 出会いに対する姿勢: 単なる世間話で終わらせるのではなく、

あらゆる日常の些細な出会いに「ポジティブな転機が訪れるか

もしれない」という期待を抱いて対話に臨むことで、対話の中

に潜在する可能性を最大限に引き出すことができます。 

3.3 実践的リソースの順位付け：健康・仕事・財産（第 5位〜第 7位） 

人間関係の次に位置するのが、人生を維持・推進するための実践的・物質

的リソースです。これらは「基盤 ＞ 目的 ＞ 手段」という厳密な論理的順

位に従っています。 

論理構造：【 第 5位：健康 】 ＞ 【 第 6位：仕事・目的・天命 】 ＞ 【 第

7位：金銭・財産 】 

• なぜ「健康」が「仕事」より優先されるのか？（健康 ＞ 仕事） 

o 食生活、運動、ストレス管理などの身体的健康は、人生が与え

てくれるあらゆる経験を存分に味わうための不変の基盤です。 

o どれほど素晴らしい仕事や天命があっても、健康を害してしま

っては仕事に対する責任を果たすことも、効率的に働くことも

不可能です。したがって、健康維持は仕事に先立つ絶対条件と

なります。 



• なぜ「仕事」が「金銭・財産」より優先されるのか？（仕事 ＞ 金銭

） 

o 仕事・目的・天命（人生の指針）: 仕事、趣味、社会運動、創

造的・芸術的活動は、毎朝起きる意味を与え、人生に方向性と

目的意識（天命）をもたらすものです。 

o 金銭・財産（補助的リソース）: お金、家、車などの物質的財

産は、人生の目的地や目標そのものではありません。それらは

、より尊い目標や責務を果たすための「補助的な資源（手段）

」に過ぎないのです。 

• 【教授的警告：目的と手段の倒錯リスク】 現代社会において最も危

険な破綻は、「手段（金銭・財産）」のために「目的（天命・仕事

）」や「基盤（健康・品性・家族）」を犠牲にする本末転倒です。

お金を得るために健康を破壊したり、家族を崩壊させたり、自らの

品性を汚すような生き方は、人生の優先順位を完全に逆転させる行

為であり、最終的に深い失意と後悔をもたらします。金銭は常に上

位の目的（品性・家族・天命）に仕える「資源」として正しく従属

させなければなりません。 

ここまでの解説を通じ、7つの優先事項が完璧な論理的整合性と階層構造

を持って並んでいることがご理解いただけたでしょう。最後に、このフレ

ームワークをあなた自身の人生に適用するための自己省察を行いましょう

。 



4. 総括と自己省察のためのワークシート 

重要な洞察（Key Takeaways） 

1. 完全な包括性: 人生におけるあらゆる活動、関心事、および個人的責

任は、この「7つの優先事項」のいずれかに漏れなく分類できます。 

2. 目的と手段の厳格な区別: 金銭や財産は追及すべき目的ではなく、神

・品性・家族・天命といった上位の優先事項を果たし、支えるため

の「資源（手段）」です。 

3. 時間の戦略的投資: 時間は二度と戻らない最も貴重な財産です。無益

で価値のない事柄に浪費するのをやめ、永続的な価値を生み出す上

位の優先領域へ優先的に「賢い投資」を行う必要があります。 

自己省察のためのチェックリスト（Reflective Questions） 

以下のチェックボックスを活用し、ノートを開いて現在の自身のスケジュ

ールや意識の向け方を具体的に検証してみましょう。 

• [ ] 人生の価値について静かに立ち止まって考えたか？ 

o 【具体策】 日々の忙しさの手を休め、自分が今時間を使ってい

る活動の一覧を書き出し、それらが真に永続的な価値を持って

いるか確認する時間を取っていますか？ 

• [ ] 人生の旅路において「最善のルート」を選択できているか？ 

o 【具体策】 あなたの時間、エネルギー、情熱は、上位の優先事

項（神、品性の涵養、家族、健康、天命）に十分注がれていま

すか？下位の事柄に過剰に奪われていませんか？ 



• [ ] 今すぐ実行すべき「軌道修正」と「活動の締め出し」は何か？ 

o 【具体策】 目的（天命や品性）と手段（お金や目先の娯楽）が

逆転していませんか？自身の優先順位を乱している無益な活動

を、本日のスケジュールから具体的にどれ排除しますか？ 

最終メッセージ: 刻一刻と過ぎ去る時間は、私たちが考えている以上に掛

け替えのない貴重な財産です。人生の終盤で悔いを残さないために、今日

から自身の優先順位を正しく整え、最も価値ある事柄へと思慮深く「賢い

投資」を始めていきましょう。 

 


